
・上記の各数値は、すべて標準のものです。被塗物の形状、素地の状態、気象条件、施工条件によりそれぞれ多少の幅を生じることがあります。

・塗料の塗り重ねは所定の塗り重ね乾燥時間を守ってください。（縮み、割れ、乾燥不良、付着不良などが起こります）
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・ローラー塗りの場合、ローラー目は同一方向に揃えるように仕上げてくだ

　さい。ローラー目により、色相や仕上がり感が異なって見えることがあり

　ます。

・汚れ、きずなどにより補修塗りが必要な場合があります。使用塗料のロッ

　トは必ず控えておき、補修の際は塗料ロット、希釈率、および補修方法な

　どの塗装条件を同一にしてください。

・布クロス、紙クロスや汚染防止のクロス（シリコン加工され水をかけると

　著しくはじくクロス）には塗装できません。塩ビクロスで可塑剤移行が考

　えられる場合は所定の仕様で塗装してください。

・ローラー、はけなどは、ほかの塗料での塗装に使用すると、はじきなどが

　発生するおそれがありますので、十分に洗浄するか、専用でご使用くださ

　い。

・塗料は内容物が均一になるようにかくはんしてください。特につや調整品

　では、つや消し剤が沈降している場合がありますので、かくはん機を用い

　て缶底の沈降物を十分にかくはんしてご使用ください。

・開封後は一度に使い切ってください。 やむを得ず保管する場合は密栓

　してから冷暗所で保存し、速やかに使い切ってください。

・塗料漏洩の原因になりますので、保管・運搬時に容器を横倒しにしないで

　ください。

・製品の安全に関する詳細な内容については、製品安全データシート（Ｍ

　ＳＤＳ）をご参照ください。

　【下塗り(アカルクス　下塗)】

・動物はけは、はけが固まったりダマになりやすいので、できるだけナイロ

　ンはけをご使用ください。

・繊維壁、耐火被覆用けい酸カルシウム板、ロックウールなどの非常にぜい

　弱な素材には塗装できません。

・やにが著しく付着している場合は、ウエスなどでやにを水拭きして除去し

　被塗装面を十分に乾燥させてから塗装してください。希釈を少なくし、１

　回目の塗装を十分乾燥（目安２３℃、６時間）させてから２回目の塗装を

　することでやに止め性が向上します。シミ、あく面は止まりにくい場合が

　ありますので、ウエスなどで水拭きを行い、被塗装面を十分乾燥させてか

　ら塗装してください。

　【上塗り(アカルクス)】

・つや調整品では、塗り継ぎや補修でつやむらが出やすいので、面を切って

　通しで塗装してください。

・過剰希釈をすると本来のつやが発現しないおそれがありますので、規定の

　希釈量をまもってください。

・つや調整品は、使用中にも塗料液が分離しやすい場合がありますので、適

　宜かくはんしながらご使用ください。

・色相によっては降雨、結露によってぬれ色になる場合がありますが、乾燥

　すると元に戻ります。

・本品は必ず２回塗りをしてください。１回塗りと２回塗りでは仕上がり感

　が異なります。

・氷点下で貯蔵すると凍ります。凍らないように５℃以上で貯蔵、保管して

　ください。

・下地にタバコのやに汚れが著しい場合は、下塗り材として水性シミ止めシ

　ーラーⅡを塗装してください。

・カウンター、陳列棚、ベンチ、床面などものが常時置かれるような場所に

　は跡がつくおそれがありますので塗装しないでください。

・調色には必ず当社専用の原色をお使いください。

・大面積の塗装では補修部分が目立つことがあります。使用塗料のロットは

　必ず控えておき、補修の際は塗料ロット、希釈率、および補修方法などの

　条件を同一にしてください。

・塗装方法により色相が多少変化する場合がありますので、ローラー塗りは

　できる限り入り隅まで入れてください。

・可塑剤が多く含まれる塩ビゾル鋼板、塩ビラミネート、プラスチック、ゴ

　ムパッキン、合成皮革、塩ビクロスなどへの直接塗装はお避けください。

　また、これらの部材に塗膜が直接触れることがないようご注意ください。

　【仕様全般】                                                      

・絶えず結露が発生するような用途、場所での使用は避けてください。著し

　い結露が発生する場所では、塗料中の水溶成分が表面に溶出し、黄色い粘

　着物などとなって析出するおそれがあります。著しい結露が予測される場

　合は、塗装を避けるか、溶剤系塗料での塗装をおすすめ致します。

・塗装後、乾燥不十分な状態で降雨結露などがある場合や、低温、高湿度、

　通風のない場合には、膨れ、はく離、割れ、白化、シミが発生するおそれ

　がありますので、塗装を避けてください。やむを得ず塗装する場合は、強

　制換気などで湿気分を飛ばすようにしてください。シミが発生した場合は

　乾燥後水拭きして除去してください。

・乾燥条件によっては塗膜表面に粘着を感じることがありますが、時間とと

　もになくなります。

・塗膜に割れが生じるおそれがあるため、軟らかい塗膜の上への塗装は避け

　てください。

・吸音板塗り替え用顔料分塗材（シールマットⅡなど）の塗り替えには使用

　できません。

・塩化ビニールクロスのはがれ、めくれ、浮きなどは接着剤で貼り付け、ロ

　ーラーで圧着したり、類似クロスで面合わせをするなどあらかじめ補修し

　てください。またクロスの接着力が低下している場合、塗装することでク

　ロスが浮き上がってくることがありますので、クロスの合わせ部などはあ

　らかじめ接着剤などで抑えておくことが安心です。

・塗装場所の気温が５℃未満、もしくは湿度８５％以上である場合、または

　換気が十分でなく結露が考えられる場合、塗装は避けてください。

・塗装時および塗装後に密閉しますと乾燥が遅れますので、換気を十分に行

　ってください。

・塗装時および塗料の取り扱い時は、換気を十分に行い、火気厳禁にしてく

　ださい。

・飛散防止のため必ず養生を行ってください。

・薄めすぎは隠ぺい力不足、仕上がり不良などが起こるため規定範囲を超え

　て希釈しないでください。

・はけ塗り仕上げとローラー仕上げが混在する場合、使用量、表面肌が異な

　るため若干の色相差がでますので、はけ塗りの部分は希釈を少なくして塗

　装してください。

□ 施工上の要点・注意事項

2014年8月現在


